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大阪市立男女共同参画センター中央館（クレオ大阪中央） 

令和６年度 事業報告 
 

 

 

指定管理者 

団体名 

大阪市男女共同参画推進事業体 

代表者：一般財団法人大阪男女いきいき財団 
構成員：サントリーパブリシティサービス株式会社、グローブシップ株式会社 

主たる事務所の所在地 大阪市天王寺区上汐５丁目６番 25号 

代表者 一般財団法人大阪男女いきいき財団 理事長 京極 務 

指定期間 令和２年４月１日～令和７年３月 31日 

 
施設概要 

施設名 大阪市立男女共同参画センター中央館(クレオ大阪中央) 

所在地 大阪市天王寺区上汐５丁目６番 25号 

施設規模 
構  造：鉄骨鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造 
規  模：地下３階地上４階建塔屋付 
建築面積：1,777.90㎡  延床面積：7,667.76㎡ 

主な施設 

地下３階 駐車場 
地下２階・地下１階 ホール、控室 
１階 ホール（バルコニー席）、相談室 
２階 保育室、事務室 
３階 会議室、研修室、和室、交流サロン、情報・図書コーナー、研究室、 

展示ギャラリー 
４階 クラフト調理室、セミナーホール、音楽室（多目的室）、女性チャレンジ 

応援拠点 
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１．指定管理業務の実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）施設の管理運営 

  大阪市立男女共同参画センターの設置目的、「大阪市男女共同参画基本計画(第３次大阪市男女きらめ

き計画)」(以下「基本計画」という。)に基づき、男女共同参画という施策目的の実現を図る施設として、

大阪市立男女共同参画センター中央館の施設運営方針を定め、その目的達成に向けた事業を行った。 

（２）施設の管理・運営に関する業務 

  ①施設全般の管理運営 

  ②施設の総合管理業務 

  ③施設の貸館運営業務 

  ④利用料金の収入業務 

  ⑤施設の利用キャンセルの受付・利用料金の還付業務 

⑥指定管理者による利用者モニタリング及び自己点検の実施 

  ⑦関係機関、利用者等との会議等 

 

 

２．利用状況  

（１）年間利用状況 

   年間開館日数 306日 

 休館日：月曜日、祝休日の翌日(休日の場合は開館)、年末年始(12月 29日～１月３日)  

 令和６年度目標 令和６年度実績 （参考）前年度実績 

稼働率 
(控室、ギャラリー
を除く) 

70.0％ 65.4％ 65.6％ 

利用者数 ― 368,976人 401,091人 

・前年度に対して年間稼働率は 0.2ポイントの微減、利用者数は 32,115人の減少となった。 

稼働率は４月が前年に対して 7.7ポイントの減、利用者数はホール利用・参加者が前年に対して

30,157人の減が年間の数値に大きく影響した。 

・臨時開館 令和６年７月 29日(月) 10:00～16:00「夏の情報・図書コーナーまつり」 

・避難訓練コンサート開催 令和６年 12月７日(土) 11:00～12:30  

ホール観客・出演者の避難誘導 

【令和６年度に重点実施した取組み】 

・施設利用料金収入の目標金額達成(3 ページ) 

・情報・図書コーナー利用者拡大の各種取組み：利用者の数値目標 9,000人以上を達成(5 ページ) 

・大阪・関西万博開催の機運醸成のための事業、大阪府中小企業家同友会女性部会との起業相談 

フェス(継続)などの実施(8～10 ページ) 

・女性チャレンジ応援拠点」利用者数の数値目標 1,200人以上を達成(18～19 ページ) 

(対前年 117％) 

・相談事業での男性向けグループワークを拡大実施(16 ページ) 
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【利便性の向上に向けた各種利用者サービス】(＊自主事業を含む) 

◇施設予約 ◇ホール設備の整備 

・ホール抽選会への web エントリー 12件 ・サーモカメラの貸出 ＊           0件 

・利用料のコンビニ決済      601件 ・インターネット接続サービス ＊ 17件 

・平日限定ホール時間貸出      0件 ◇貸室貸出備品     

・大阪市女性活躍リーディングカンパニー認証企業への割引制度 

利用実績なし 

・Wi-Fiの貸出 ＊                 35件 

利用料金収入 

施 設※ 駐車場 合 計 

58,151,710円 7,149,500円 65,301,210 円 

   ※施設の利用料金収入は、７年度利用予定分を含む。 

 令和６年度利用料金収入：59,093,160円、提案書目標金額：55,819,000円 

（２）利用者モニタリング及び自己点検 

  ①窓口スタッフの対応及び施設・設備について 

項目 大変満足 概ね満足 やや不満 大変不満 

窓口スタッフの対応 

（n=2,903） 

81.3％ 18.5％ 0.2％ 0％ 

99.8％ （目標達成） 0.2％ 

施設・設備 

（n=2,883） 

79.7％ 19.6％ 0.7％ 0％ 

99.3％ （目標達成） 0.7％ 

  （参考）10段階評価 

内容 
10 
段階
評価 

大変満足 概ね満足 
満足計 

やや不満 大変不満 
不満計 

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

窓口スタッ
フの対応 

（n=2,903） 

件数 1,986 375 364 154 18 2,897 4 1 1 0 0 6 

％ 68.4 12.9 12.6 5.3 0.6 99.8 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 

施設・設備 

（n=2,883） 

件数 1,896 403 382 152 31 2,864 12 4 3 0 0 19 

％ 65.8 14.0 13.2 5.3 1.1 99.3 0.4 0.1 0.1 0.0 0.0 0.7 

※四捨五入の関係で全体の数字(％)と個々を合計した数字が異なることがある。（目標数値 利用者満足度 80％以上） 

【自由記述欄の主な記載内容】 

 ・電話だけでなくインターネット予約抽選など検討お願いします。 

 ・カラーコピーがあると嬉しい。コピー機の領収書発行を希望。 

・継続利用を希望しているが、電話予約(10時先着順)が 

なかなか取れない。 

・15分前に受付をしていただきいつも助かっています。 

ありがとうございます。 

・Wi-Fiが使えなかったので数を増やしてほしい。 

・カードでの支払いを希望。 

②ご意見箱 受付数 15件 

・カフェ(休憩所)を増やしてほしい 

   ・館内の空調を効かせてほしい 
・女性相談について(お礼)         ご意見箱の設置・回答掲示の様子 
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 ③聴き取りによるアンケートの実施 

【実施期間】令和７年３月１日(土)～３月 30日(日) 

【対  象】施設抽選会参加者及び利用者(申込受付時) 

【回 収 数】105件 

【主な実施結果】 

  使っている 使っていない 知らない 
合計 

無回答除く 

インターネットで施設の予約や 

ホール抽選会へのエントリー 

件数 50 39 10 99 

％ 50.5 39.4 10.1 100.0 

利用料金のコンビニ決済について 
件数 16 64 19 99 

％ 16.2 64.6 19.2 100.0 

 

④クレオ大阪中央運営委員会の開催 

全市的な取組みを担う基幹的センターかつ地域拠点であるサテライト館として、幅広く意見や助 

言を求めることを目的に開催した。 

【運営委員】 

氏名 所属等 

朴木 佳緒留 【座長】神戸大学名誉教授、元京都教育大学監事 

上田 実千代 中小企業診断士、有限会社オフィスウエダ 代表取締役 

竹村 登茂子 ジャーナリスト、元読売新聞編集委員 

田中 邦子 エコスペースゆう 代表 

早川 菜津美 babystep 代表(市民団体) 

渡辺 和香 ＮＰＯ法人女性と子育て支援グループ pokkapoka 代表 

・第１回運営委員会 

<日  程> 10月 24 日(木) 14:00～15:30 

<主な意見> ・【事業について】(人口減少の時代に入り)「縮小継続」というのが普通になって

いく。事業を実施する方も、参加する方も人は少なくなる。縮小というより

は、現状を良くするという発想が必要。 

・【相談員(人材確保)について】相談員が高齢化してきており、次世代の相談員の

確保も課題である。人材確保に向けた措置を大阪市とも話し合い、相談に関わ

る人材育成を(クレオ大阪が)していければいいのではないか。 

 

・第２回運営委員会 

<日  程> 令和７年１月 29日(水) 10:00～12:00 

<主な意見>  ・【施設管理について】地図アプリに、利用施設の写真を投稿するなど、施設の目

的に沿った利用促進の工夫をしたらどうか。 

・【情報・図書コーナーについて】インターネット予約ができるので、利用者増に 

は、そちら促進に取り組むのがよい。 

・【男女共同参画情報誌クレオについて】手にとってもらうには表紙の影響が大き

いので、人物などの写真など、工夫をしたらどうか。 
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３ 実施事業  

（１）男女共同参画社会の形成に関する情報の収集及び提供 

ア 情報提供ネットワークシステム・ホームページの運営 

クレオ大阪の他の４館と連携し、クレオ大阪の事業や男女共同参画に関する施策の最新情報

の他、調査研究報告や啓発資料、情報誌の Web 版など、学習や啓発効果を高める情報発信を行

った。また、スタッフブログ(投稿 45件)や Instagram (投稿 126件)等を活用し、事業案内や

事業報告など、迅速性を有する有益な情報を随時配信・提供した。 

フォロワー数：Instagram(1,282人)、Ｘ〈旧 Twitter〉(662人)、Facebook(464人)  

（令和７年３月末時点） 

ホームページビュー数 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

 総アクセス数 49,233 47,896 50,905 53,278 55,016 50,514 

トップページ 7,115 6,898 7,331 7,764 8,054 7,348 

 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 年間計 

総アクセス数 55,777 50,292 42,877 46,779 48,848 48,310 599,725 

トップページ 8,327 7,370 6,818 7,239 7,483 7,627 89,374 

※6/25、8/14、2/2 にクレオ大阪ホームページ中の子育てネットにアクセス障害が発生したため、アクセス 

数の大幅増がある。 

イ 女性のチャレンジ応援サイトの運営 

女性が様々な分野にチャレンジする際に役立つ情報として、起業・学習・研究、市民活動、仕

事と家庭の両立、関連施設等に関する情報を提供した。 

ウ 情報・図書コーナーの運営 

セミナー等の学習事業やイベント開催に合わせて、情報・図書コーナーの利用方法とブックフ

ェアの案内を情報図書担当者が事業実施会場に出向きＰＲを励行した。                                                         

新着図書案内の作成・配布(毎月初)、一時保育つき読書タイム「本を読む日」の開催（第４水

曜日）や、てんやく絵本貸出、近隣親子カフェへの絵本の団体貸出をするなど、本への関心を高め

るとともに、地域の利用者を広げる取組みを行った。 

市民や企業、団体等からの問合せや要望に応じ、パワハラ・マタハラ・セクハラ防止、ワー

ク・ライフ・バランス、メンタルヘルスに関する啓発冊子や啓発ＤＶＤを提供した。 

（団体貸出実績：ＤＶ被害者支援団体 １件 ２回） 

 

貸出時間 9:30～21:30（年間開室日数：301日）  日・祝は 9:30～17:00 

休 室 日 休館日、特別整理(蔵書点検)期間(９月５日～９月９日) 

①利用実績（カッコ内は前年度実績） 

新規 

登録者数 
利用者数 利用冊数 

情報相談 

件数 

ネット予約 

登録者数 

予約冊数 

(窓口・OPAC／インターネット) 

835人 
(725人) 

9,136人 
(8,097人) 

23,041冊 
(23,278冊) 

65件 
(26件) 

401件 
(301件) 

1,927冊／6,283冊 
(1,849冊／5,807冊) 

           (目標数値 利用者数 9,000 人以上/年) 
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②収集資料数 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ③ブックフェアの実施 

主催事業や時事に対応したさまざまなテーマでブックフェアを実施した。また、セミナー開

催時には会場で関連本のブックフェアを実施し、情報・図書コーナーの利用を呼びかけた。 

実施月 テーマ 

４月 
・防災力を UP しよう          ・春を感じられる本 
・母の日に読みたい、贈りたい本 

５月 
・さとうわきこさんの絵本        ・父の日に読みたい、贈りたい本 
・平安時代に思いをはせて        ・上野千鶴子さんに学ぶ 

６月 

・男女共同参画週間     ・はじめてみようＳＤＧｓアクション 
・パパだいスキップ      ・多様な性のあり方を尊重し合える未来のために 
・スタッフのこんなん読んでみた   ・自然×環境を考える 

７月 
・こども性教育・おとな性教育     ・おばけの絵本 
・益田ミリさんの本 

８月 
・スポーツとジェンダー       ・夏に読みたい本 
・田中美津さんを偲んで 

９月 

・月の絵本             ・とらわれ のめりこむ 依存症 
・今から備える防災知識       ・柴崎友香さんの世界 
・働く女性の物語          ・津田梅子さんに学ぶ 
・新川和江さんを偲んで 

10 月 
・カフェをはじめたい     ・起業の第一歩 応援します！ 
・おいしい絵本        ・カバンにしのばせたい文庫本特集～旅編～ 

11 月 
・読んで考えるパープルリボン運動 ・谷川俊太郎さんを偲んで 
・大阪ほんま本大賞特集       ・クリスマスの絵本 

12 月 
・人権について考えてみよう      ・からだ・こころ・暮らしを整える 
・冬の絵本   

１月 
・更年期の不安をなくそう        ・小川洋子さんの世界 
・利用者のみなさんが選ぶ わたしのおすすめ本 

２月 
・国際女性デー           ・小さなお店の始め方 
・ねこの絵本 

３月 
・ジェンダー観をアップデートする ・曽野綾子さんを偲んで  
・春の絵本 

 

④館ニュースの発行 

      施設運営・事業運営に関することを発信する広報媒体として、「クレオ・ニュース」を隔月

960 部発行し、近隣区の施設を中心に配布した。 

 

内容 収集数 総数 

図書 332 点 35,457 点 

ビデオ 13 点 714 点 

行政資料 58 点 10,330 点 

ミニコミ誌／商業雑誌 23 誌／12 誌 
ブックフェア：「利用者のみなさんが選ぶ 

わたしのおすすめ本(１月)」 
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⑤「一時保育つき読書タイム～本を読む日～（月１回）」の実施 

水曜日 10:00～12:00 一時保育定員：10 人 

 

 

 

 

 

 

※前年度実績：申込者数 167人、参加者数 72 人、保育児数 77 人 

 ⑥利用者拡大の取組み 

     ・てんやく絵本の貸出 

ＮＰＯ法人てんやく絵本ふれあい文庫と連携して、てんやく絵本の貸出（１人３冊、１週 

間。３か月に１度、50冊を入替）てんやく絵本の貸出実績 21冊 

・近隣の親子カフェへの団体貸出 

区内の親子カフェ「ラフラフラフ」(天王寺区上本町)に３か月に１回、10冊の絵本を団体 

貸出するとともにクレオ大阪中央の情報提供を行い、利用者拡大に努めた。 

・自習室開放デー＜夏・冬＞の実施 

情報・図書コーナーの利用促進及び新規利用者の獲得を目的として、中学生以上を対象

に、利用のない会議室や研修室を自習室として開放する。利用時には、情報誌や事業案

内、ブックリストなどを配布し、男女共同参画の啓発も行った。 

実施日：夏：8/7(水)、8/9(金)、8/14(水)、8/16(金)、8/21(水) ５日間 

                 のべ利用人数 15人、新規登録人数 5人 

冬：12/13(金)、12/18(水)、12/20(金)、12/25(水)、12/27(金) ５日間 

             のべ利用人数 31人、新規登録人数 8人 

     ・「みんなでつくろう おすすめ本の木」の実施 (10月～12月)  

      図書コーナーの利用促進を目的として、利用者におすすめ本の紹介を 

読書カードに記入いただき、図書コーナー内に掲示後、１月におすすめ 

本のブックフェアを開催。   おすすめ本読書カード参加 36件 

・「読書交流会～男女共同参画社会ってなあに？」の開催(11月 30日(土)) 

      男女共同参画についての理解を深めてもらうことを目的に、

天王寺図書館と共催で読書交流会を開催した。会場を天王寺

図書館にすることで、新たな利用者の獲得をめざした。 

       定員:8人 申込人数：8人 参加者：7人 

 ⑦「女性チャレンジ応援拠点」での情報提供 

女性チャレンジ応援拠点において、情報・図書コーナーの蔵書で地域活動等に関連する書籍な

どを展示し、定期的に入れ替えを行い、利用促進を図った。 

・6/12入れ替え展示 ・9/28入れ替え展示 ・1/31入れ替え展示 

⑧臨時開館事業 

事業名称 夏の情報・図書コーナーまつり 

実施内容 
近隣地域の住民に、施設の存在・実施事業、情報・図書コーナーを認知してもらい、
利用・学びの場として継続的な来館につながるよう「情報・図書」にちなんだ講演
会、ワークショップ等を実施する。 

日  程 7 月 29 日(月) 10:00～16:00 参加人数 263 人 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

申込人数 17 18 24 12 21 25 11 13 11 15 23 24 214 

参加者数 5 7 7 6 7 4 6 5 6 8 6 4 71 

保育児数 5 7 7 7 7 4 6 5 6 8 6 6 74 
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（２）男女共同参画社会の形成に関する講演会、講習会、研修会等の開催 

■実施結果                       

 事業数 
実施 

回数 

定員 

(人) 

応募 
者数 
(人) 

受講者数(人) のべ受講者(人) 

女性 男性 無回答 計 女性 男性 無回答 計 

ア.男女共同参画セミナー 21 26 1,015 960 887 200 22 1,109 887 200 22 1,109 

うち見逃し配信 
(再生回数) 

(3) (3) - -    (199)    (199) 

イ.コラボ型セミナー 1 3 60 99 63 19 4 86 63 19 4 86 

ウ.地域出前セミナー 10 10 622 626 329 297 0 626 329 297 0 626 

合 計 32 39 1,697 1,685 1,279 516 26 1,821 1,279 516 26 1,821 

(目標数値 受講者数 1,000 人以上/年) 

 

ア 男女共同参画セミナー 

男女共同参画週間や国際女性デー、国際男性デーをはじめ、2025年大阪・関西万博の開催に

合わせたセミナーを実施し、記念週間等の啓発も図った。小説家・学芸員などの各専門分野の切

り口から女性活躍について考えるセミナーも好評であった。また、各団体や企業などと連携し、

女性活躍・女性の起業に関するセミナーを交流会や相談会と同時開催し、参加者の新たなつなが

りづくりの場となる機会を設けた。 

受講者満足度 ： 98.2％  (目標数値 受講者満足度 80％以上) 

 施策分野Ⅰ あらゆる分野における女性の参画拡大 

  基本的方向１ 雇用等における女性の活躍推進とワーク・ライフ・バランス 

基本的方向２ 地域における女性の参画拡大 

セミナー名 趣旨・ねらい 
実施日 
回数 

定員(人) 

応募者数
（人） 

のべ受講 
者数(人) 

1 

いっしょに、いこな！も

っと、女性が輝く未来社

会 ～2025 大阪・関西
万博開催×女性活躍推
進リレートーク～ 

開催地である大阪の地で活躍する女性４名に万博
という世界的なイベントを契機に日本の女性活躍
推進をいかに加速させていくか、また未来への想
いをそれぞれの立場から語ることで、参加者にど
のような取り組みが必要かを考えてもらう機会と
する。 

6/22 

(土) 

全 1 回 

定員 40 

58 51 

2 

＜臨時開館事業＞ 

編集者に学ぶ！プロ
デュース能力開花の
コツ 

求められる情報をまとめるだけでなく、調整を行
う著者などそれぞれに適した対応が求められる編
集者から「プロデュース」のコツを知り、日々の
コミュニケーションや仕事にいかせるような学び
の場とする。 

7/29 
(月) 
全 1 回 
定員 40 

27 27 

3 

女性のための起業相
談フェス セミナー
＆相談会 

起業家デビューする前に必要な心構えやビジネス
センス自分の事業を具体化する方法を学ぶととも
に、女性経営者が本音で語る起業にまつわる話を
聴ける機会を設け、起業をめざす女性がヒントを
得る機会とする。 
共催：大阪府中小企業家同友会女性部会 

10/27 
(日) 
全 2 回 
定員 
各 40 

17 

24 

17 

24 

4 

法曹界を翔ける！女
性弁護士が語るライ
フヒストリー 

「男の職場」というイメージがあった法曹界で、
自分のキャリアを積み重ねながら、大阪弁護士会
の初の女性会長に就任した講師をロールモデルと
し、女性活躍について考える。 

11/13 
(水) 
全 1 回 
定員 40 

20 19 

5 

応援する、応援される
関係性のつくり方 
～つながる、拡がる、
元気になる交流会～ 

女性がリーダー的な役割を引き受けることをため
らう原因の一つとして「インポスター症候群」が
あり、その背景に性別役割分業やジェンダー規範
の影響があるといわれる。講座及び交流会を通し
て、「謙遜しすぎず」に賞賛を受け止め、更なる
「助け」を得るための関係づくりのヒントを考え
る。 

12/13 
(金) 
全 1 回 
定員 40 

27 27 
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6 

開催まで、ほぼ 100
日！ ～2025 年大阪・
関西万博×女性活躍推
進リレートーク～ 

いよいよ来年春に開催される、2025 年大阪・関西
万博。万博という世界的なイベントを契機に日本
の女性活躍推進をいかに加速させていくか、また
未来への想いをそれぞれの立場から語ることで、
参加者にどのような取組みが必要か考えてもらう
機会とする。 

12/20 
(金) 
全 2 回 
定員 40 

41 78 

 施策分野Ⅱ 安全で安心な暮らしの支援 

  基本的方向３ 女性に対するあらゆる暴力の根絶    基本的方向４ 生涯を通じた健康支援 

基本的方向５ 生活上の困難に直面するあらゆる女性等が安心して暮らせるための支援 

セミナー名 趣旨・ねらい 
実施日 
回数 

定員(人) 

応募者数
（人） 

のべ受講 
者数(人) 

7 

【オンラインセミナー】 

 (見逃し配信有) 

あらゆる暴力をなくす
ために 男性相談の現
場からみるＤＶの現状
と課題 

令和６年４月「配偶者からの暴力の防止及び被害
者の保護等に関する法律」の一部が改正された。
気づかぬうちに加害者となってしまっているケー
スや、精神的な支配により声をあげられない被害
者など、相談の現場から見えてくる近年のＤＶ事
情や支援などを、理解し考えるきっかけとする。 

11/19 
(火) 
全 1 回 
定員 40 

43 

 

 

37 

見逃し 

37 

8 

なあなあさとおやって
しってる？ ～親と暮
らせないこどもの今を
理解する～ 

虐待と社会的養護からみた「子どもを取り巻く現
状」を伝え、里親制度について知ってもらうため
里親全般についての知識を学ぶ。里親が必要な児
童の存在を知り、社会的養護の理解を深める。 

12/8 
(日) 
全 1 回 
定員 40 

25 25 

9 

保護から自立支援へ～
法改正などにまつわる
エピソードトークでふ
りかえるＤＶ被害者支
援～ 

貧困やＤＶ、虐待などで居場所のない女性、避難
したい女性への支援をめぐる法律は、「売春防止
法」から「配偶者暴力防止法」、「困難な問題を抱
える女性への支援に関する法律」へと変遷してき
た。法改正に至るきっかけとなった出来事やエピ
ソードなどからＤＶ被害者支援の変遷を学ぶ。 
共催：夕陽丘基金 

2/27 
（木） 
全 1 回 
定員 50 

24 23 

10 

【オンラインセミナー】

ピンチはチャンス！楽
しく学ぶ更年期のつき
あいかた 

男女ともに 50 歳前後でむかえるとされる更年期。
心身の不調のイメージから、ネガティブなイメー
ジが先行しがちだが、欧米では人生における重要
な健康の転機とされている。更年期にかかわる基
礎知識の講義と、日常で取り組めるエクササイズ
を学ぶ、健康増進をめざす。「女性の健康週間」に
あわせて実施。 

3/4(火) 
3/11(火) 
全 2 回 
定員 
各 40 

3/4 :29 

3/12:29 

3/4 :21 

3/12:14 

11 
「No」を示すコミュニ
ケーションを学ぶ 

仕事の場面でも生活の場面でも暴力を受けた側
が、どう反応すればいいかわからず我慢してしま
うことがある。演劇のインプロ手法を用いて
「No」という意思を伝えるコミュニケーションを
身につける機会とする。 

3/14 
(金) 
全 1 回 
定員 20 

23 16 

 施策分野Ⅲ 持続可能な男女共同参画社会の実現に向けた環境づくり 

  基本的方向６ 男女共同参画の視点に立った各種制度等の整備 基本的方向７ 男女共同参画を推進する教育・啓発の充実 

基本的方向８ 防災・復興における男女共同参画の推進  基本的方向９ 国際社会と協調した多様性に富んだ取組の推進 

セミナー名 趣旨・ねらい 
実施日 
回数 

定員(人) 

応募者数
（人） 

のべ受講 
者数(人) 

12 

＜男女共同参画週間企画＞ 

パパだいスキップ！～
絵本読み聞かせライブ
2024～ 

男女共同参画週間に、父親の子育て参画を推進す
る目的で、父親向けの読み聞かせ絵本の紹介や、
父子で楽しめる遊びの紹介などふれあいの時間を
提供する。 

6/29 
(土) 
全 1 回 
定員 35 

39 34 

13 

上本町ＳＤＧｓ大学 
あなたもできる環境に
やさしいアクション 
冷凍庫収納で食品ロス
を防ごう 

年間約 570 万トンもの食品ロスのうち、約３分の
１が家庭から出ている。食材を使わないまま腐ら
せるなどの食品ロス減少に向けた身近な取り組み
が求められている。日常生活の中にＳＤＧｓに関
する取り組みを取り入れてもらう機会とする。 
共催：公益財団法人太平洋人材交流センター(ＰＲＥＸ) 

6/29 
(土) 
全 1 回 
定員 40 

48 43 

14 

上本町ＳＤＧｓ大学 
見て触って学ぼう！環
境と農業を支える土の
力！～世界の土壌問題
から考える持続可能な
社会の為の農業とは？
～ 

日々食物を食べることや、植物を育てることな
ど、男女・年齢問わず、誰しもにとって身の回り
で「土」に結び付いた多くの事柄が存在する。 
地球の物質循環と作物の栽培について、実際に土
に触れることや講義を通して、土壌問題・地球環
境の保護についてより身近に考えてもらうきっか
けとする。 
共催：公益財団法人太平洋人材交流センター(ＰＲＥＸ) 

6/29 
(土) 
全 1 回 
定員 20 

17 14 
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15 

小説家×学芸員が読み
解く 女性日本画家・
島成園の作品と生涯 

艶麗な女性像で人気を博した、大阪の女性日本画
家、島成園。転居、結婚、戦争とさまざまな人生の
転機と共に、彼女の作風も変化していく。 
彼女の女性画家としての活躍と苦悩を、その人生
の歩みと共に読み解き、現代の女性活躍推進につ
いて改めて考えを深めるきっかけとする。 

9/20 
(金) 
全 1 回 
定員 70 

105 88 

16 じんけんシネマ 2024 

女性・ジェンダーに関する切り口から人権につい
て取り上げた映画を上映し、映画を通じて人権に
関連する日本と世界の諸問題について考えるきっ
かけとする。 
①マイスモールランド ②パレードへようこそ 
共催：(一財)アジア・太平洋人権情報センター(ヒュー 

ライツ大阪)、国連ウィメン日本協会大阪 

12/14 
(土) 
全 2 回 
定員 
各 70 

①73 

②67 

①65 

②57 

17 

親子でたのしむ！冬の
サイエンスセミナー
『クリスマスブザーゲ
ーム』をつくろう！  

理系に進む女子学生の割合は、未だ高いとはいえ
ない。その要因として幼少期の遊びがあげられて
いる。性別に関係なく、科学の面白さや楽しさを
体験できる工作実験を実施し、理系進路について
家族で考えるきっかけとする。 

12/21 
(土) 
全 1 回 
定員 20 

5 5 

18 
防災のカギは女性の 
参画～安心・安全な 
地域づくりに向けて～ 

災害の影響は、性別や年齢、障がいの有無など
様々な社会的な状況によって異なる。映画上映＆
解説、及びシンポジウムを通して、地域防災活動
へ女性の参画を促進するために必要なことやそれ
ぞれの地域でどのような取組が可能か考える。 

2/16 
(日) 
全 2 回 
定員 70 

67 118 

19 

【オンラインセミナー】 

 (見逃し配信有) 

新聞記者から学ぶ 広
告・広報担当者が知っ
ておきたいジェンダー
表現 

広告やＳＮＳのジェンダー表現をめぐる「炎上」
案件が近年、絶えない。企業や団体の広報担当
も、組織の情報を誤解なく届けるため、ジェンダ
ーや人権に配慮した表現はますます不可欠となっ
ている。これまでの取材経験を新聞記者に語って
もらい、広告・広報担当者がよりよい表現方法を
考えるきっかけとする。 

2/20 
(木) 
全 1 回 
定員 30 

103 

 

 

 61 

見逃し 

127 

20 

【オンラインセミナー】 

 (見逃し配信有) 

国際女性年から 50 年 
大阪市市民意識調査に
みる男女共同参画の今 

2025 年は、国連が女性の地位向上をめざして定め
た「国際女性年」から 50 年の節目にあたる。大
阪市男女共同参画意識調査の報告を兼ね、男女共
同参画実現のための課題解決について考える。 

3/6 
(木) 
全 1 回 
定員 50 

24 

 

 

24 

見逃し 

35 

21 

文章も！イラストも！
表現する人のためのジ
ェンダー観アップデー
トセミナー 

ジェンダーや性をテーマに執筆する新聞記者と、
ＳＮＳで人気の育児漫画家の２人にジェンダー表
現について悩んだ経験や心がけていることを語っ
てもらう。個人でＳＮＳなどを通じて情報発信す
る際にいかせるよう、自分自身の価値観やアンコ
ンシャス・バイアスを見直す機会とする。 

3/8 
(土) 
全 1 回 
定員 30 

25 22 

 

 

 

 

 

 

 
 

「いっしょに、いこな！もっと、女性が輝く未来社会 

       ～2025 大阪・関西万博開催×女性活躍推進リレートーク～」 
「保護から自立支援へ～法改正などにまつわるエピソードトークで 
ふりかえるＤＶ被害者支援～」(細見三英子さん：左、億 智栄さん：右) 

 

 

 

 
 

「小説家×学芸員が読み解く  
女性日本画家・島成園の作品と生涯」 

(蓮見恭子さん：左、小川知子さん：右) 
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受講者の声 

・大阪・関西万博のレガシーとして、ドバイのジェンダーギャップ指数が上がったように日本も 
上がる活動をしていることが印象に残りました。(１.いっしょに、いこな！もっと、女性が輝く未来 

社会～2025 大阪・関西万博開催×女性活躍推進リレートーク～) 

・今後、社会に出ていく私たちはジェンター平等を実現していくためにどのようにして行動して 
いくべきなのか学びたいと思いました。(４. 法曹界を翔ける！女性弁護士が語るライフヒストリー) 

・男性は「かくあるべし」という考え・規範が、加害につながっていることは意識していました 
が、被害にも繋がっているという視点を頂けたことがとても印象に残りました。ジェンダーの 
縛りから、あらゆる人が解放される方向をめざせるよう知識を深めていきたいです。（７.あらゆ

る暴力をなくすために 男性相談の現場からみるＤＶの現状と課題） 

・彼女の結婚後のスランプについて、言語化は難しいですが、21才女としてとても共感できま 
す。自分なりにもっと色々調べてみたいです。(15.小説家×学芸員が読み解く島成園の作品と生涯) 

・少しずつだが日本の女性を取り巻く環境が変化してきたことが知れて良かった。(20.国際女性年 

     から 50 年 大阪市市民意識調査にみる男女共同参画の今) 

・違和感をもったら、突き進まず、立ち止まって考えたらいいんだな、と思った。ジェンダー 
の前に「自分らしく」が大事だなと感じられた。(21.文章も！イラストも！表現する人のためのジェン

ダー観アップデートセミナー) 

 

10段階評価の実施  満足度 98.2％(目標数値 受講者満足度 80％以上) 

項目 

 大変満足 概ね満足 やや不満 大変不満 

点数 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

全 21 セミナー 

満足度(n=560) 

件数 258 126 89 45 32 6 1 3 0 0 

％ 46.1 22.5 15.9 8.0 5.7 1.1 0.2 0.5 0 0 

 

イ コラボ型セミナー 

     地域において男女がともに参画し、大阪の魅力創出や活性化につなげる活動をする方とクレ

オ大阪が協働して実施した。 

     ・応募受付：６月１日(土)～７月 20日(土) 、内定通知：８月上旬 

応募件数：16件   ※前年度応募件数：11件   選定団体：親子教室はぐ組 

セミナー名 趣旨・ねらい 
実施日 
回数 

定員(人) 

応募者数 
(人) 

のべ受講 
者数(人) 

親子教室はぐ組 

～ダイナミック五感あそび～ 

親子で音楽に合わせ身体を動かしたり、

ふれあいあそびを楽しんだりすることに

より子どもたちの心を育む。 

1/22(水) 
2/5(水) 
3/2(日) 
全３回 
定員 

各 20人 

30 

31 

38 

27 

31 

28 

 

ウ 地域出前セミナー（年間：担当４区、各２回） 

地域における男女共同参画を推進するため、各区の地域団体等の依頼に応じて各区２回ずつ

実施した。館の所在区である天王寺区は、希望が多かったため調整のうえ４回実施した。 

区名  日程 団体名（種別） テーマ 
受講者数 

（人） 

天王寺 

1 7/9(火) 市立中学校 デートＤＶ 149 

2 6/20(木) 専門学校 防災について 13 

3 12/6(金) 市立小学校ＰＴＡ ちがいについて考えよう 90 

4 3/22(土) 公益財団法人 ダイバーシティの視点からの防災  4 
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西 

1 7/9(火) 市立中学校 中学３年生に対する性教育 207 

2 1/17(金) 
市立小学校 
ＰＴＡ人権委員会 

子育て・発達障がい 26 

中央 

1 6/22(土) 女性団体 
心身共に健康にいきいきと生きていく
ために 25 

2 10/10(木) 健康保険組合 職場におけるハラスメント 24 

浪速 

1 6/27(木) 小中一貫校 市立中学校 生命誕生 77 

2 8/1(木) 
進路・就労準備型放課後
等デイサービス 

キャリア支援 11 

受講者計    626 人 

 

エ インターンシップ等事業 

大学・高等支援学校からインターンシップ(職場実習)を受け入れた。講座事業等の運営

補助業務に職員の指導のもと従事した。男女共同参画センターの存在、実施している各種

事業について若い世代への周知する機会ともなった。 

  ・大阪府立たまがわ高等支援学校 職場実習 ３年生１人 

  ６月 11日(火)～６月 21日(金) (８日間) 、９月 10日(火)～９月 20日(金) (７日間)  

・大阪教育大学 社会教育実習 ４回生２人 ６月～12月(５日間)   

６月 29日(土)、７月 29日(月)、９月 20日(金)、10月 27日(日)、11月 16日(土)ほか 

・大阪成蹊大学 個人申込 11月 16日(土)ほか(在宅でのちらしデザイン作成含む)３回生 

        ・大阪府門真市立第四中学校 ３年生１人 10月 29日(火) 総合的な探求の時間「卒業論文」 

の取材 

    ・大阪市立夕陽丘中学校 第２学年職場体験活動 ２人 11月 13日(水)～14日(木)（２日間） 

 

オ グループ活動・ネットワーク支援事業 

①自主グループ活動支援 

在住外国人の方を対象に、日本語の読み書きを学び、また文化交流を通じて相互理解を深め

る「場」としてのボランティアグループ「さくら日本語教室」の運営を支援した。 

実施日：毎週木曜日の午前・午後、実施回数 39回、参加人数 2,016人 

 

②他機関との連携やネットワークの構築支援 

父親を対象とする脱暴力のグループワーク「男親塾」実施の会場提供協力 

    主催：大阪市こども相談センター 

 

カ 地域のグループ等との連携事業 

事業名称 クレオ中央☆わいわいサタデー【男女共同参画週間イベント】 

実施内容 

父子で楽しめる絵本読み聞かせライブや上本町

ＳＤＧｓ大学、女性チャレンジ応援拠点ミニサロ

ンのワークショップ、女性作家による手作りマー

ケット、ブックフェア等、男女共同参画・クレオ

大阪に関心をもってもらうきっかけとして１日

イベントを開催。 

協力：天王寺おはなし「ぼちぼち」・絵本の会天王寺、

エコスペースゆう、保育ボランティアひまわり 他 

日  程 ６月 29 日(土) 10:30～16:00 参加人数 のべ 1,382人 
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事業名称 クレオ大阪中央フェスタ 

実施内容 

施設利用グループや団体、地域の事業者などとと

もにつくる市民協働の館まつり。 

手作りマーケット、オーガニックバザール、フー

ドドライブ、女性チャレンジ応援拠点ミニサロ

ン、ミニコンサート、いいね！＃ジェンダー平等

フォトメッセージコンテスト表彰式、キッズダン

スパフォーマンス(ホールイベント)等 

日  程 11 月 16 日(土) 10:00～16:00 参加人数等 
出展者数：47 団体 

のべ参加者数：3,234 人 

協 働 等 
協賛：パイン株式会社、株式会社松岡製菓 
後援：大阪市天王寺区 

 

事業名称 みんな仲間だ！フェスティバル 2024 

実施内容 
「さわるワークショップ」を体験しながら、視覚以外の感覚で鑑賞する触感の豊か

な世界を学ぶ 

日  程 12 月８日(日) 13:30～16:30 参加人数 21 人 

協働団体 
共催：みんな仲間だ！フェスティバル 2024 実行委員会 
実行委員会構成団体：(公社)アムネスティインターナショナル日本なにわグループ、 
だるま塾、親子ネット関西 

 

  キ 区内で活動するグループ等との協働事業 

事業名称 クレオ大阪のおはなし会 

日  程 

５月 19 日(日)、６月 29 日(土)、 
７月 28 日(日)、９月 29 日(日)、 
11 月 16 日(土)、１月 26 日(日)、 
３月 23 日(日) 
いずれも 11:00～11:30 

参加人数 
181 人 
(子ども 87 人、おとな 94 人)  

協働団体 天王寺おはなし「ぼちぼち」・絵本の会天王寺等 

 

事業名称 

こども夕涼みコンサート 

こどもクリスマスコンサート特別編 

避難訓練コンサート 

こどもクリスマスコンサート特別編 

避難訓練コンサート ちらし 

日  程 

参加人数 

８月 10 日(日) 18:00～19:00 
103 人 
(子ども 35 人、おとな 68 人） 

 
12 月７日(土) 11:00～12:00 
321 人 
(子ども 88 人、おとな 233 人） 

協働団体 天王寺区子ども・子育てプラザ 
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事業名称 保育ボランティアと遊ぼう 

日  程 
８月８日(木) 10:30～11:30 

３月 13 日(木) 10:30～11:30 
参加人数 

31 人 

（子ども 17 人、大人 14 人） 

協働団体 保育ボランティアグループ ひまわり 

 

ク 保育室開放デー 

     主催事業・貸室利用が比較的少なく暑さ寒さの厳しい時期に、親子が安心して遊び・交流でき

る場として保育室を一般開放。当日先着順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケ 一時保育・手話通訳の実施 

 ・一時保育  利用保護者数：１人、保育児童数：１人 

 ・手話通訳  利用なし 

 

 

（３）男女共同参画にかかる問題に関する相談 

ア 女性総合相談センター事業 

女性が抱える様々な問題を整理し、適切な機関の情報提供をはじめ、相談者の自尊感情の回復、 

自立へとつながるようサポートを行った。年間相談件数は令和２年度以降 12,000件超が続いて

いる。年間相談件数(総数)は前年度の 97.2％と微減であったが、24時間受信の可能なメール相

談件数は前年度に対して増加(112.6%)となった。 

・相談内容は、「こころ」に起因する相談主訴が 4,817件で全体の 39.7％を占め、不安を抱える

人の割合は 40％程度で数年横ばい状態となっている。 

相談内容の「人権侵害」(228件)のうちＤＶを主訴とする相談件数は、181件(79.4％)あった。 

・相談者における年代別傾向は、「不明」を除くと 40代から 60代までが全体の 80.3.％、うち 50

代が 34.1％で最多、10代と 20代は合計で 4.9％にとどまっている。 

・メール相談では、相談内容により次の他機関等を紹介した。 

     配偶者暴力相談支援センター、警察署生活安全課、区役所ＤＶ担当、女性総合相談センター

(電話相談・面接相談)、大阪市女性のつながりサポートＬＩＮＥ相談、子育て相談(子育て活

動支援館) 

 

 

期 実施日 時間 
保護
者 

(人) 

子ど
も 

(人) 

計 
(人) 

夏 

８月１日(木)、 
８月７日(水) 
８月 20 日(火) 
８月 23 日(金) 計４回 

10:00 

～

14:00 

13 12 25 

冬 

３月 16 日(日) 
３月 18 日(火) 
３月 20 日(木・祝) 
３月 22 日(土) 
３月 28 日(金)  計５回 

10:00 

～

14:00 

24 27 51 

 合計  37 39 76 
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相談種別 実施日程 相談形態 
件数 

６年度 前年度 

一般相談 
火～土／10:00～20:30 
日・祝／10:00～16:00 

面 接 
電 話 
メール 

202 
10,826 
 479 

270 
11,163 

 436 

自立･悩み相談 
（心理カウンセラー） 

木・金・土／17:00～20:00 
火・木・金／13:00～16:00 

面 接 221 220 

からだ相談 
（保健師・看護師） 

火～土／10:00～20:30 
日・祝／10:00～16:00 

面 接 
電 話 
メール 

76 
  111 

23 

72 
  114 

10 

法律相談 
（女性弁護士）  

毎週金／13:00～16:00 
第４金／17:00～20:00 

面 接 56 68 

グループワーク等 年間２テーマ 面 接 131 123 

合 計 12,125 12,476 

 

◇月別件数 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

面接 52 54 55 43 51 43 132 58 53 48 53 44 686 

電話 993 920 956 991 974 812 949 868 868 932 804 870 10,937 

ﾒｰﾙ 32 43 45 47 38 35 33 54 53 38 49 35 502 

合計 1,077 1,017 1,056 1,081 1,063 890 1,114 980 974 1,018 906 949 12,125 

(前年度実績 12,476) 

 

◇月別件数（各館内訳）クレオ大阪各館への出張による面接相談（設定枠：週２日<６時間/日>） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

子育て館 1 0 0 1 0 2 0 1 0 0 1 0 6 

西部館 1 0 1 1 1 1 0 1 0 1 0 2 9 

南部館 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 4 

東部館 4 0 1 1 0 1 3 0 1 1 0 2 14 

合計 6 1 3 3 2 4 3 3 1 2 1 4 33 

  (前年度実績 70 件) 

 

◇相談内容(全体) 

 生き方 こころ からだ 労働 
夫婦 
関係 

親子 
 関係 

人間 
関係 

人権 
侵害 

法律 暮らし その他 合計 

面接 114 93 76 5 158 78 53 48 56 1 4 686 

電話 214 4,454 111 204 561 786 929 146 0 261 3,271 10,937 

メール 3 270 23 11 36 29 31 34 0 25 40 502 

合計 331 4,817 210 220 755 893 1,013 228 56 287 3,315 12,125 

 

＊情報・図書コーナーと連携して面接相談の主訴の多数を占めていた離婚や更年期、メンタ 

ルヘルスなどをテーマにした図書のリストを作成し、来談者に情報提供するとともに情報・

図書コーナーの利用を案内した。 
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◇年代別件数 

 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代 不明 計 

面接 16 38 134 155 189 72 30 9 43 686 

電話 14 244 585 1,385 2,413 1,864 226 24 4,182 10,937 

メール 14 53 148 113 54 14 0 0 106 502 

合計 44 335 867 1,653 2,656 1,950 256 33 4,331 12,125 

◇来談証明の発行(面接相談のみ) 

 区役所や裁判所等での手続等で提出が必要とされた際、面接相談の来談証明を発行した。 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

女性相談 1 1 4 2 1 0 0 0 0 0 0 0 9 

◇グループワーク 

同じ悩みや体験を持つ人が集い、語り、共感しながらエンパワメントするために実施。 

事業名 内容 日程 
応募者数 

(人) 

参加者数 

(人) 

暴力により心に傷を抱えた女性の

ためのグループワーク 

～閉じ込めた気持ちを言葉にして

みよう～ 

ＤＶ・虐待等の体験を持つ女性を対象に、

誰にも言えなかった気持ちを話し合う。 

全５回（各回参加） 

各水曜日 14:00～16:00 

6/19 6 5 

8/21 6 5 

10/16 4 4 

12/18 7 4 

2/19 7 6 

癒しと気づきのグループワーク 

こころ からだ 動作 

エゴグラム、自己表現法、臨床動作法を体

験する。 

全５回（連続参加） 

 毎週木曜日 14:00～16:00 

10/3 

～ 

10/31 

参加人数：24 

のべ参加人数：77 

申込人数：24 

夫にモヤッとしているあなたへ 

～らくがきでココロの本音を見

つけよう～ 

言葉に表せない気持ちを「らくがき」を通

して映し出し話し合う。 

全５回（各回参加） 

各水曜日 14:00～16:00 

・対面：7/5、11/1、3/6  

・オンライン：9/6、1/10  

7/12 8   6 

  9/13 2 1 

 11/8 5 4 

 1/10 4 1 

 3/14 5 3 

日本男性フォーラムによるグル

ープワーク 

「夫」(10/6<日>)、「父親」(12/14<土>)、

「孤独」(2/23<日>)をテーマに男性が心に

抱えている気持ちを話し聴く。 

全３回（各回参加）14:00-16:00 

10/6 0 0 

12/14 3 2 

2/23 8 8 

ベビママサロン 

２か月～１歳６か月の子どものいる母親

を対象に交流と情報交換、リフレッシュの

場を提供する。 

各金曜日 10:15～11:30 

12/13 6 4 

2/14 4 1 

参加者合計 131 

※一時保育の実施  利用保護者数：１人、保育児童数：１人 
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◇相談員連絡会 

・連絡会  ４月 26 日(金)15:00～16:00  

◇面接相談利用者アンケート(４月～３月) 

   満足度(肯定的な意見）99％(回収数 244 件)  

（目標数値 相談事業満足度 80％以上） 

   ・誰にも話せず過ごしてきたので気持ちを吐き出すことが 

できて少し楽になった。 

   ・親身になって話を聞いてくださって良かったです。 

 

 

イ 男性相談 

子育て館において毎週金曜日(19:00～21:00)及び第３日曜日(11:00～17:00)に実施。 

相談件数は、前年度に対し面接相談が 106.8%、電話相談が 101.3%、合計が 103.0%と、 

いずれも微増であった。 

◇相談件数 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

面接 10 10 10 8 10 7 10 10 7 11 9 8 110 

電話 20 28 20 22 19 17 21 25 13 11 17 15 228 

合計 30 38 30 30 29 24 31 35 20 22 26 23 338 

                                          (前年度実績 328 件) 

◇相談内容 

 生き方 こころ からだ 労働 
夫婦 
関係 

親子 
 関係 

人間 
関係 

人権 
侵害 

法律 暮らし その他 合計 

面接 16 10 0 7 23 25 9 14 0 5 1 110 

電話 19 43 23 9 33 20 45 5 0 3 28 228 

合計 35 53 23 16 56 45 54 19 0 8 29 338 

 

◇年代別件数 

 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代 不明 計 

面接 1 9 35 26 18 8 10 2 1 110 

電話 4 16 12 28 26 20 1 9 112 228 

合計 5 25 47 54 44 28 11 11 113 338 

◇面接相談利用者アンケート(４月～３月) 

   満足度(肯定的な意見）98％（回収数 80 件） （目標数値 相談事業満足度 80％以上） 

   ・男性相談だからこそ相談できることに安心感があります。 

   ・気づいていなかった感情のコントールに関する対処法をご提案いただけました。 

 

◇来談証明の発行(面接相談のみ) 

 区役所や裁判所等での手続等で提出が必要とされた際、面接相談の来談証明を発行した。 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

男性相談 1 4 1 3 3 1 3 2 2 4 2 2 28 
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ウ 配偶者暴力相談支援センター 

相談件数は、前年度から電話相談・メール相談ともに増加となったが、面接相談が減少し、 

合計で 95.1％となった。 

 

◇月別件数 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

面接 9 6 9 6 4 6 8 9 7 7 2 7 80 

電話 52 69 62 59 55 55 61 69 51 54 47 67 701 

ﾒｰﾙ 18 15 16 15 20 11 16 26 9 21 25 20 212 

合計 79 90 87 80 79 72 85 104 67 82 74 94 993 

(前年度実績 1,042) 

・面接件数はＤＶ相談証明の発行に伴うもの。(大阪市職員実施分等を除く) 
・通訳者派遣：12 件（うち３件キャンセル、5 月、6 月、3 月 英語） 

 

◇年代別件数 

 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代 不明 計 

面接 0 10 33 26 10 0 1 0 0 80 

電話 1 78 262 204 111 26 10 3 6 701 

ﾒｰﾙ 3 34 70 45 25 3 2 0 30 212 

合計 4 122 365 275 146 29 13 3 36 993 

 

 

エ 女性のチャレンジ応援拠点 

地域活動を始めたい、または現在活動している女性・団体などを対象に、来室、電話、メール

にて相談対応やアドバイスを行った。今年度の利用者数は 1,209人となり、前年度より 17.6％増

となった。個別相談・交流件数は昨年より減少したが、メンバー登録人数 61人(前年度 34人)

と、新規利用者数が大幅に増加しており、活動を始めたい女性の最初の一歩の情報収集として利

用するケースが多くなったと考えられる。 

 

 

開室状況 
（年間開室日数 240 日） 

火・金／10:30～12:30 
木・土／13:00～15:00 

水 ／18:00～20:00 
 

※臨時開館事業に合わせて７月 29 日(月)に開室 

 

 

 

利用者アンケート満足度：99％ 

(目標数値 満足度 80％以上) 

 

 

 

 

 

 
「応援する・応援される関係のつくり方」の様子 
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利用目的 主な内容 利用者数(人) 

個別相談 

・企画書や事業計画書を作成したのでアドバイスがほしい 

・活動したいテーマはあるが、何から始めていいかわからない 

・活動の今後の方向性を相談したい 

150 
(うち起業相談

6) 

情報提供 
・開室時間、催し等の情報提供 

・より専門的な相談窓口の情報提供 
417 

交流・その他 
・活動や近況の報告 

・活動紹介やイベントのチラシの持参 
118 

運 
営 
事 
業 

ミニ 
サロン 

・防災サロン 

・本の持ち寄り会 ほか 
60 

ワーク 
ショップ 

・拠点ゼミ（年３回） 

・パワーポイント・プレゼンテーション(オンライン) 

・女性のための起業相談フェス/個別相談 ほか 

464 

合 計  
 (目標数値 利用者数 1,200 人以上/年)  

1,209 
 

(前年度実績 1,028 人) 

 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

個別相談 17 13 12 13 8 14 16 9 11 9 18 10 150 

情報提供 18 27 32 26 32 54 37 37 33 24 63 34 417 

交流 3 2 1 6 2 4 4 13 13 10 15 6 79 

その他 1 0 3 0 8 4 0 2 4 0 12 5 39 

運営事業 27 21 15 121 23 27 39 61 84 3 72 31 524 

計 66 63 63 166 73 103 96 122 145 46 180 86 1,209 

 

視察・取材 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 6 0 9 

  

 

利用者の声 

  ・前年度からめざしていた目標を達成しました。拠点との出会いがなければ今の自分はないと

思うと、この拠点の存在の偉大さを改めて感じます。ありがとうございます。(個別相談の来

室者） 

・今回同じ会場の方との和やかな交流がとても楽しく、お会いできて嬉しかったです。

このようなスタートアップの同士と励ましあえる場、背中を押していただけるイベン

トはすてきだと思います。(クレオ大阪中央フェスタ「女性チャレンジ応援拠点マルシェ」

出展者) 

・人と直接会ってお話を聞くことの大切さを感じました。どうしても視野が狭くなりがちです

が初めて会う人、同じ想いの人と出会えて心強く感じました。(ワークショップ「トーク＆

交流会 応援する・応援される関係のつくり方」参加者) 
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オ 女の子のためのクレオ保健室 

10代、20代の女性ためのからだとこころの悩み等の相談を、ＬＩＮＥを利用したＳＮＳを活用

して実施した。女性の助産師とＳＮＳ相談員が相談対応した。学校への「地域出前セミナー」の

機会や他の事業で関係のある学校関係者等に案内カードの配布協力を依頼した。 

開室状況 
（開室日数 24 日） 

第１・３土曜日（原則） 
15:30～18:30 

 

◇月別件数 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

件数 11 5 6 10 9 8 11 4 11 10 7 15 107 

前年度 10 9 5 7 4 4 10 9 9 4 12 8 91 

※ＬＩＮＥ友だち登録 284 人（前年度＜令和６年３月末時点＞225 人） 

◇月別年代別件数 
 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

10 代 5 1 2 6 3 5 8 1 4 0 4 8 47 

20 代 5 4 4 4 6 3 3 3 7 10 3 7 59 

不明 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

合計 11 5 6 10 9 8 11 4 11 10 7 15 107 

◇相談内容 

 こころ・

不安 
からだ 人間関係 学校関係 

仕事・ア

ルバイト 
暴力 その他 不明 合計 

件数 47 24 26 0 2 2 4 2 107 

 ・前年度からの継続利用者に加えて、相談日の前日と当日に InstagramやＸ(旧 Twitter)にて案 

内を発信したことで新規の利用者が増え、相談件数が前年度から 17％増となった。 

・「女性の助産師に生理やからだのことを相談できる」という投稿をしたことで、からだについ 

ての相談件数が全体の 22％となった。 

 

カ 女性のためのライフプラン相談 

 「社会保険・年金相談」に関する相談については社会保険労務士が、「家計管理・マネ

ー相談」についてはファイナンシャルプランナーがそれぞれ対応した。西部館・南部館・東

部館を会場として各月１回(50分×2枠)実施した。 

                 ※うちオンライン相談 1 件 

実施月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
合計 

実施館 西 南 東 西 南 東 西 南 東 西 南 東 

社保・ 

年金 
2 - 1 0 4 2 2 2 2 2 2 2 21 

（予約） （2） - （2） （1） （4） （2） （2） （2） （2） （2） （2） （2） (23) 

家計・ 

マネー 
2 4 2※ 4 1 3 2 2 2 2 2 2 28 

（予約） （3） （5） （3） （5） （3） （6） （4） （3） （4） （3） （3） （4） (46) 

合計 4 4 3 4 5 5 4 4 4 4 4 4 49 

（予約） （5） （5） （5） （6） (7) (8) (6) (5) (6) (5) (5) （6） (69) 
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キ 相談室等の有効活用                             

相談項目 実施時間 実施回数 相談数(件) 

しごと情報ひろばクレオ大阪西・
マザーズ「出張就労相談」 

毎週水曜日 14:00～16:00 50 11 

消費生活相談 相談者が希望する１時間 0 0 

 

 

（４）男女共同参画社会の形成に関する啓発 

ア 男女共同参画情報誌「クレオ」の発行＜年 4回、12 ページ、フルカラー、1 回 12,000 部＞ 

５月号 

（5/15 発行） 

・男女共同参画社会基本法施行から 25 年 
・男性のワーク・ライフ・バランスの意義 ・男女共同参画週間 
・大阪市女性活躍リーディングカンパニー認証 
・連載まんがジャンプちゃんおしえて！ 
・データで読む男女共同参画(男女の地位の平等感) 等 

７月号 

（7/15 発行） 

・女子スポーツからみる女性活躍 
・踊る〈おやじ〉～「生」と「性」を表現するダンスパフォーマンス 
・寄り添う支援、支える支援に向けて  
・連載まんがジャンプちゃんおしえて！ ・理工チャレンジ 
・データで読む男女共同参画(男女の性別役割分担意識) 等 

10 月号 

（10/14 発行） 

・女性に対する暴力の防止に向けて 
・男性相談の視点から考える最近のＤＶ事情 
・女性に対する暴力をなくす運動期間、普及啓発事業の紹介 
・連載まんがジャンプちゃんおしえて！ ・男性が子育てを楽しむコツ 
・データで読む男女共同参画(ＤＶの現状と理解) 等 

１月号 

（1/15 発行） 

・更年期はチャンス！～「女性の健康週間」にこころとからだを考えてみよう 
・女の子のためのクレオ保健室の紹介 
・国際女性デー、大阪市地域女性団体協議会の紹介 
・連載まんがジャンプちゃんおしえて！ ・エシカル×Ｚ世代 
・データで読む男女共同参画(男女の性別役割) 等 

主な配布先：区役所、図書館、区民センター、市立小学校、女性学習団体 等 

 

  ※５月号の誤植：図中の１文字  誤：配感  正：配慮 

  ※10月号の誤植：８ページ・９ページ 掲載内容に誤り 正誤表の挟み込み 

 

イ 男女共同参画についての普及啓発 

   クレオ大阪を拠点として活動するグループ・団体・個人が、ネットワークを広げ、交流

できる機会や場づくりを支援する事業として実施した。 

①グループルーム・交流サロンの運営  利用者数：25,934人(前年度年間実績23,675人) 

②メールボックス    メールボックス登録団体数：40団体(前年度実績40団体) 

  

ウ 地域における男女共同参画社会の形成に向けた多様な主体との連携協力 

◇展示ギャラリーの活用事業（問合せ５団体、応募・実施４団体） 

     展示ギャラリーを活用し、グループ団体等の活動発表の場を提供した。 

・９月 10 日(火)～25 日(水)第２回いいね！#ジェンダー平等フォトメッセージコンテスト応募作品展示 

・10 月 11 日(金)～27 日(日)大阪市男女共同参画普及啓発事業 パネル展示 

・11 月 19 日(火)～12 月５日(木)夕陽丘うえまち写真コンテスト写真展示 

・12 月６日(金)～12 月 22日(日) 第２回いいね！#ジェンダー平等フォトメッセージコンテスト受賞作品展示 
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    ◇ひと（人・一）棚ギャラリー事業（問合せ５団体、応募・実施３団体） 

グループ・団体等の活動発表(作品展ほか)の場として実施した。 

・６月 13日(木)～7月 11日(木) グラスアート展示(グラスアート教室 Andante) 

・10月 30日(水)～11月 14日(木) ジャングルようちえん作品展示 

・１月 11日(土)～２月 13日(木) グラスアート展示(グラスアート教室 Andante) 

・２月 14日(金)～３月 14日(金) 手芸作品展示((株)正文社 ハンドメイド雑貨 Felicite) 

 

エ 大阪市の施策や様々な記念週間等に合わせた啓発 

①男女共同参画週間・「女性に対する暴力をなくす運動」期間・「児童虐待防止月間」に合わせ 

た啓発（６月・11月） 

・国の令和６年度キャッチコピーのポスター掲示（協力：大阪市地域女性団体協議会）、男女

共同参画週間ノボリを館周辺に設置(６月 23日～６月 29日) 

・「女性に対する暴力をなくす運動」期間にノボリを館周辺に設置、パープルライト点灯 

また、「児童虐待防止月間」とあわせて、来館者参加型のパープルリボン・オレンジ 

リボンの貼付制作を実施 (11月１日～11月 30日)  

 

②大阪市男女共同参画普及啓発事業への協力 

 ・令和５年度作成の啓発パネル展示とワークショップ実施協力 

  (７月６日) 

・「女性に対する暴力をなくす運動」期間中（11月）にホーム 

ページへのリンク設定 

③そのほかのトピックを展示物等で啓発 

 （１階玄関ホール、３階廊下壁面、情報・図書コーナー） 

・ＳＤＧｓに関する展示 

・児童虐待防止に関する展示 

・イクメン写真啓発冊子(フォトブック)の配布 

・ストップ！コロナ差別をテーマとした「シトラスリボン」 

キャンペーンポスターの掲示  

・女性の政治参画マップ 2024 

・国際ガールズデー 

・国際女性デー 

 参加型パープルリボン・オレンジリボン＜開始:左、完成:右） 

 

オ ＩＣＴを活用した啓発 

・クレオ大阪ホームページによる啓発 

・女性のチャレンジ応援サイトによる啓発 

・大阪市「未来へレディＧＯ」サイトへの情報提供 

・クレオ大阪子育て館の「おおさか子育てネット」との相互リンク 

・InstagramなどＳＮＳを活用した情報提供 

 

 

  

パープルライト点灯の様子 
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（５） 男女共同参画社会の形成に関する調査及び研究について  

   ■男女共同参画に関する市民意識調査 

目  的 
市民の男女共同参画に関する意識や実態を把握することにより、今後の男女共同
参画施策の参考とする。 

調査手法 郵送による配布、郵送・オンラインによる回収（郵送による督促状 1 回） 

調査対象者 
大阪市内在住の 18 歳以上の男女 4,000 人（外国籍住民を含む） 

男女各 2,000 人を各区の住民基本台帳から層化無作為抽出 

調査期間 ８月 16 日～９月 20 日 

調査項目 

①男女の平等、家庭や結婚生活などについて 
②ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）・地域活動について 
③女性の活躍推進について 
④配偶者・パートナー間の暴力について 
⑤男女共同参画に関連した制度や施策などについて 
⑥自由回答意見 

有効回答数 937（23.4％） 

調査結果 

【固定的役割分担意識】 
「男性は仕事、女性は家庭を中心にする」という考え方(性別役割分担意識) 
について、否定的(「どちらかといえば反対」+「反対」)な回答が男性 61.0％、 
女性 70.0％で、肯定的(「どちらかといえば賛成」+「賛成」)な回答が 
男性 30.0％、女性 20.7％であった。過去調査と比較しても、否定的な回答 
の者の割合は、増加傾向にある。 

【男女の地位の平等感】 
男性優遇(「男性の方が優遇されている」+「どちらかといえば男性の方が 
優遇されている」)と回答した人の割合が最も高いのは、「政治の場」 
(79.0％)であり、続いて「社会全体」(68.2％)、「職場で」(60.4％)で 
あった。「学校教育の場」については平等と回答した者が多い(46.0％)。 

【女性活躍】 
地域や就業の場で活躍している女性が増えたかについて聞いたところ、 
「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合は地域 
では 41.8％、就業の場では 59.9％だった。 
地域や就業の場でリーダー的な役割を担う女性が増えたかについては、 
「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合は地域 
では 32.8％、就業の場では 45.2％だった。「活躍している女性が増えた」 
とする回答と比べ、それぞれ 10 ポイントほど低くなっている。 

【男女間における暴力について】 
「なぐる・ける」、「自分もしくは自分の家族に危害を加えると言って脅す」 
については９割が「どんな場合でも暴力にあたると思う」と回答した。 
一方で「何を言っても無視し続ける」、「友達や身内とのメールのやりとり 
や、ＳＮＳなどをチェックする。行動やつきあいを制限する」、「自由に 
お金を使わせない、生活費を渡さない」について「どんな場合でも暴力に 
あたると思う」とする人は６割程度にとどまる。 

■研究報告・発表、調査協力等 

・「男女共同参画社会の防災施策の地域課題―大阪市防災と施策に関する調査から―」 

９月７日(土)日本家族社会学会にて報告 
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（６） その他 

ア 政令指定都市男女共同参画センター意見交換会（オンライン） 

   政令指定都市の男女共同参画センターの果たすべき役割や課題について、総合的に研究・

協議するとともに、事業の連携と交流を図り、各都市の男女共同参画の推進に資することを

目的に大阪市立男女共同参画センター(クレオ大阪)の呼びかけで平成 17年度から継続して開

催している。 

   ＜今年度のテーマ＞『男女共同参画センターの役割・あり方とカスタマーハラスメント』 

＜開催日時＞ ２月 13日(木)14:00～16:30、参加 15都市 40人 

 

  イ 自主事業 

①自主講座 

テーマ 

講座名 
事業数 

定員 

 (人) 

応募 

者数 

(人) 

受講者数(人) のべ受講者数(人) 

女 男 無回答 計 女 男 無回答 計 

あらゆる分野における女性
の参画拡大 
「カフェ開業チャレンジ講座」等 

11 330 258 191 43 0 234 1,271 293 0 1,564 

安全で安心な暮らしの支援 
「機能改善ヨガ」等 

15 333 279 218 15 0 233 1,072  50 0 1,122 

持続可能な男女共同参画社
会の実現に向けた環境づく
り「パステル和アート」等 

 3  46  43  42  0 0  42    88   0 0    88 

合 計 
(カッコ内は前年実績) 

29 

(30) 

709 

(720) 

580 

(645) 

451 

(490) 

58 

(56) 

0 

(0) 

509 

(546) 

2,431 

(2,871) 

343 

(469) 

0 

(0) 

2,774 

(3,340) 

 

②クレオチャレンジカフェ 

     ・第 33期運営者「moment」 

(令和６年４月１日～９月 30日) 

 のべ利用者数 1,417 人 

     ・第 34期運営者「三人家」 

(令和６年 10月１日～令和７年３月 31日) 

      のべ利用者数 3,284 人 
第 34期の提供メニュー：おにぎりランチ 

     ・「Café BOUQUET」を開業(東成区) 

令和４年度カフェ開業講座修了生(女性チャレンジ応援拠点利用者)による 

・「カフェこぐまや」を開業(天王寺区) 

令和２年度チャレンジカフェ運営者(女性チャレンジ応援拠点利用者)による 

     ・「every little thing」を開業(北区) 

令和５年度カフェ開業講座修了生(女性チャレンジ応援拠点利用者)による 

     ・「rashisa」を開業(東住吉区) 

令和６年度カフェ開業講座修了生(女性チャレンジ応援拠点利用者)による 

      

③一時保育事業 

自主講座等の参加を促進するために一時保育を設定した。 

保育対象年齢：１歳～２歳 800円、３歳～就学前 500円 

利用保護者数：21人  保育児童数：21人 
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④啓発 

・第２回「いいね！ #ジェンダー平等フォトメッセージコンテスト」 

主催：(一財)大阪男女いきいき財団、後援：内閣府男女共同参画局 

協力：クレオ大阪５館 

      応募期間：７月１日(月)～８月 31日(土) 

応募数：子育て部門 69作品、防災部門 53作品 計 122作品 

一般投票：９月 10日(火)～30日(月)、投票総数：1,589票 

選考委員会を経て入賞作品９作品が決定 

表彰式：11月 16 日(土) クレオ大阪中央フェスタにて開催 

 

⑤施設利用者の利便性向上のための事業 

・交流サロン等事業 

館を拠点に活動するグループ等のネットワークを支援し、また利用者の利便に供するため、 

コピー機、印刷機、グループロッカー、サーモグラフィカメラ、プロジェクター、Bluetooth

対応スピーカー、インターネット接続サービス等の設置、提供の事業を行なった。 

グループロッカー(有料)利用団体数：６団体 

    ・自動販売機設置事業(Ｂ２Ｆ・１Ｆ) 

    ・広告事業・・・問合せ・申込なし 

『男女共同参画情報誌クレオ』、クレオ大阪ホームページ、壁面（ポスター、サイネージ） 

 

     ⑥クレオ大阪中央における特定健康診査集団健診会場での啓発 

健診会場内に、クレオ大阪の事業(情報図書コーナー、各種相談、セミナー事業)の紹介パネルや

チラシ、男女共同参画情報誌「クレオ」を設置し、受診者に向けて事業啓発・施設利用促進の機

会とした。  日程：10/29、11/26、1/28、2/18の各火曜日午前・午後、４日間 

 

ウ 近隣の施設間連携に関する業務 

区役所や子育て関連施設、地域団体との情報共有、機能連携等を図った。 

 

 

 ３ その他  

  ◇主催研修・訓練等 

   ・男女共同参画基礎研修 10月 30日(水) 

   ・コンプライアンス・個人情報保護・情報セキュリティ研修 

・自衛消防訓練 第１回：８月 30日(金)、 

第２回：12月７日(土)  ※こどもクリスマスコンサート開催時に実施 

訓練参加者 377人 (観客・演奏者・舞台技術者・施設職員の合計) 

    ・５館連絡会議   ２月７日(金) 男女共同参画セミナーについての情報共有と企画調整 

 

◇視察 

米国カリフォルニア州グレンデール市長 ２月 14日(金) 11:30～12:30 

市長の他、日本人エスコート１名、通訳１名の計３名 
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４．経費等収支の状況 

（１）収入 

     収入合計金額  304,989,620 円 

   【内訳】 

指定管理代行料 245,896,460 円 

利用料金収入(令和６年度利用分) 59,093,160 円 

 

 

（２）支出 

   支出合計金額  306,016,551 円 

   【内訳】 

人件費 159,565,498 円 

事務費 2,400,000円 

施設の管理運営費 37,041,914 円 

光熱水費 23,397,210 円 

男女共同参画社会の形成の寄与に関する業務 68,478,101 円 

(内訳)情報収集及び提供事業 2,526,985円 

   講演会、講習会、研修会等の開催 3,007,963円 

   相談事業 57,159,050 円 

   啓発事業 2,697,196円 

   調査及び研究事業 3,086,907円 

その他経費 15,133,828 円 

 

 

（３）自主事業収支 

     収入合計金額  7,228,646 円 

   【内訳】 

参加費（自主講座等） 4,584,700円 

チャレンジカフェ 360,000 円 

ワークステーション（コピー・印刷機）  202,295 円 

その他（自販機） 982,651 円 

その他（備品等） 1,099,000円 

 

 

支出合計金額  3,645,268円 

   【内訳】 

人件費 1,275,143円 

講師謝礼 1,723,160円 
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広報費 235,000 円 

チャレンジカフェ事業費 129,068 円 

ワークステーション（コピー・印刷機等） 94,102 円 

その他（備品等） 188,795 円 

 

 

 

５．その他 

（１）サービス向上・利用者からの苦情・意見・要望等への対応状況 

・ご意見箱やご意見メールの活用、利用対象者ごとのアンケートの実施、抽選会参加者アンケー 

ト等による利用者のニーズ把握 

・施設運営について、施設利用者やフェスタ参加者に「クレオ大阪に関するアンケート」の実施 

◆クレオ大阪が「男女共同参画社会の実現をめざす」大阪市の拠点施設であることを 

ご存知ですか？ 

 

 

 

 

 

施設利用者のうち約 85％、フェスタ参加者のうち約 66％の方が、「知っている」(または

「知っていた」)と回答された。前年度より約 4ポイント減となった。 

 

 

（２）管理経費縮減への取組み状況 

・電力およびガスの需給契約について競争的手法による事業者の選定を行い、指定管理期間中の管

理経費の縮減を行った。 

・電力需給契約に付加価値サービスとして省エネ実践サービスを付加することで、継続した省エネ

の取組みを実践し、料金単価上昇時のリスク軽減とエネルギーコストの削減を図った。 

・省エネルギーを推進し光熱水費の縮減を図るため、指定管理者が所有するデマンドコントローラ

ーを活用し、電気使用量の抑制管理を行った。 

・コラボ型セミナーやギャラリー活用事業など、施設機能を活かしながら、職員がコーディネート

を行い、施設・事業運営の一体化や効率化を図った。 

・設備維持管理業務について、施設運営と保守業務の専門性を持つ事業体構成員の強みを活かして、

緊急度・重要度の高い維持補修など、効果的で効率的な維持管理を行った。 

 

 

（３）個人情報保護への取組み状況 

・プライバシーポリシー及び情報セキュリティ対策基準の運用など、情報管理体制の強化に努めた。 

 

 

 

 

 
知っている 

（知っていた） 

知らない 

（知らなかった） 

合計 

無回答除く 

施設利用者 86（85.1％） 15（14.9％） 101（100.0％） 

フェスタ参加者 162（65.9％） 84（34.1％） 246（100.0％） 

合 計 248（71.5％） 99（28.5％） 347（100.0％） 
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（４）主催研修・訓練等実績 

【基礎研修】(全職員) 

内 容 実施日(時期) 

人権研修（合理的配慮、ダイバーシティ等） 6/21(金)、3/5(水) 

男女共同参画基礎研修 10/30(水) 

男女共同参画研修(男女共同参画セミナー受講) ２月～３月 

コンプライアンス研修（動画視聴） 通年 

個人情報保護研修 朝礼時、課会議時に随時実施 

情報セキュリティ研修（動画視聴） 通年、3/7(金) 

施設運営に関する研修 
6/13(木)、12/6(金) 

日常的に実施 

接遇・クレーム対応研修 2/21(金) 

環境問題研修（動画視聴） 2/2(日)～2/21(金) 

【階層別研修】(マネージャー級) 

内 容 実施日(時期) 

労務管理研修 会議時随時実施 

リーダー研修 10/18(金)、10/29(火) 

メンタルヘルス研修 10/23(水）、3/5(水) 

【専門研修】(事業・相談・総務 各担当者) 

内 容 実施日(時期) 

男女共同参画施策に関わる職員のための研修 2/13(木) 

男女共同参画専門研修 6/25(火)、6/26(水)、8/2(金)  

女性関連施設相談員研修（オンライン） 10/12(土) 

ＤＶ等に関する相談員研修  6/12(水) 

社会保険労務事務研修 毎月会議時随時 

会計担当者研修 
4/20 土)、5/11(土)、5/18(土) 

毎月会議時随時 

【防災・安全研修】(全職員) 

内 容 実施日(時期) 

消防訓練 
第１回：8/30(金) 

第２回：12/7(土) 

防災訓練 12/7(土) 

安否確認訓練 奇数月 1 回 

普通救急救命講習 2/9(日) 

男女共同参画の視点からの防災研修 2/16(日) 

【その他】 

・５館連絡会議 

 ４月～３月(８・９月を除く)の毎月開催の事業調整会議にて、クレオ大阪各館の令和６年度事業 

進捗及び課題や情報を共有した。 
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（５）環境への取組み 

・大阪市の施策に従って「廃棄物の減量推進及び適正処理に関する計画」を作成届出し、館内ごみ

箱の撤去、リサイクル資源の回収ボックスの設置などの継続的な取組みを実施 

・電力需給契約に付加した省エネ実践サービスによる継続した省エネルギーの実践 

・ＬＥＤ化した共用部および諸室の照明設備を活用した省エネルギーの実践の継続 

・デマンドコントローラーによる電力使用量の監視 

・１階エントランスホールなど採光の有効利用による消灯の徹底 

・関西電力が実施する「eリスポンス特約」(夏・冬)への参加 

 


